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10月の行事予定
２㈮　女性部会バス日帰り研修会 08:00　つくば

４㈰　★和太鼓コンサート 16:00　玉川区民会館ホール

７㈬　★決算法人説明会 13:30　玉川税務署

８㈭　税制改正要望全国大会 14:00　徳島県立産業観光交流センター

15㈭　★第1･2支部合同研修会 08:00　かすみがうら市

16㈮　★第11･12支部合同研修会 18:30　桜新町集会所

19㈪　青年部会SKT連絡会議 17:30　場所未定

20㈫　　【たまでんBOARD11月号原稿締切】

21㈬　女性部会SKT連絡協議会 09:45　豪徳寺

22㈭　★新設法人説明会 13:30　玉川税務署

23㈮　広報委員会 17:30　法人会事務局

24㈯　★せたがや産業フェスタ2015 10:00　世田谷区役所

９月・10月の行事予定は８月25日現在のものです

★印は一般の方も参加できる行事です

お問い合わせは下記の玉川法人会事務局まで

９月の行事予定
３㈭　第3回委員長・部会長会議 18:00　法人会事務局

　　　第1支部役員会 18:30　㈱井上香料製造所

４㈮　絵はがきワーキンググループ 13:30　法人会事務局

８㈫　第3回組織委員会 18:00　法人会事務局

９㈬　★第6･7･8支部合同日帰りバス旅行 08:25　鎌倉

　　　第3回社会貢献委員会 18:00　玉川ボランティアビューロー

　　　★決算法人説明会 13:30　玉川税務署

10㈭　正副会長会議 16:30　玉川区民会館第3集会室

　　　第3回理事会 18:00　玉川区民会館第1･2集会室

11㈮　第9支部全体会議 18:00　㈲フィールドエコ

12㈯　★第11支部桜新町ねぶたまつり 15:00　桜新町商店街事務所

13㈰　★つり同好会 07:00　横須賀市

14㈪　第7支部臨時役員会 18:30　用賀倶楽部

15㈫　★第1･2･3支部合同おもてなし英会話教室 18:30　野村證券自由が丘支店

　　　★源泉部会　企業訪問見学会 08:30　北千葉・筑波

16㈬　厚生委員会 大型保障制度推進会議 18:00　南国飯店

17㈭　ｅ-Tax普及推進協議会 10:30　玉川税務署

18㈮　税制委員会 18:30　法人会事務局

20㈰　　【たまでんBOARD10月号原稿締切】

25㈮　★社会貢献委員会 上級救命講習会 09:00　玉川消防署B1

　　　広報委員会 17:30　法人会事務局

26㈯　第4支部稲刈り体験学習 07:00　新潟県魚沼市

29㈫　第11･12支部合同研修会 18:30　玉川区民会館集会室
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こ
の
度
の
人
事
異
動
に
よ
り
、
東
京

国
税
局
総
務
部
事
務
管
理
第
二
課
長
か

ら
転
任
し
て
ま
い
り
ま
し
た
若
林
で
ご

ざ
い
ま
す
。
前
任
の
髙
藤
同
様
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
阿
部
会
長
を
は
じ
め
公
益
社
団
法
人

玉
川
法
人
会
の
役
員
並
び
に
会
員
の
皆

様
に
は
、
日
頃
か
ら
税
務
行
政
全
般
に

わ
た
り
深
い
ご
理
解
と
格
別
の
ご
支

援
・
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　
玉
川
法
人
会
は
、
60
年
以
上
に
わ

た
っ
て
、
正
し
い
税
知
識
の
普
及
と
納

税
意
識
の
高
揚
、
地
域
企
業
の
健
全
な

発
展
に
資
す
る
事
業
な
ど
を
展
開
さ
れ

る
と
と
も
に
、
地
域
社
会
に
貢
献
す
る

活
動
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
こ
ら

れ
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
活
動
は
、
税
務
行
政
の

円
滑
な
運
営
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い

大
き
な
役
割
を
果
た
す
も
の
で
あ
り
、

深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

改
め
て
敬
意
を
表
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。

　
さ
て
、
法
人
税
を
は
じ
め
国
税
の
多

く
は
、
納
税
者
自
ら
が
、
税
務
署
に
申

告
を
行
い
、
税
額
を
確
定
さ
せ
、
自
ら

納
付
す
る
申
告
納
税
制
度
を
採
用
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
納
税
者
が
高
い
納
税

意
識
を
持
ち
、
憲
法
・
法
律
に
定
め
ら

れ
た
納
税
義
務
を
自
発
的
か
つ
適
正
に

履
行
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
こ
の
た
め
、
国
税
当
局
は
、
租
税
の

意
義
・
役
割
や
税
法
の
知
識
等
に
か
か

る
広
報
活
動
、
租
税
教
育
、
法
令
解
釈

等
の
明
確
化
、
税
務
相
談
な
ど
の
様
々

な
取
組
を
行
っ
て
お
り
ま
す
が
、
法
人

会
の
皆
様
の
ご
協
力
に
よ
っ
て
、
税
に

関
す
る
情
報
が
直
接
納
税
者
に
伝
わ
る

こ
と
が
非
常
に
重
要
で
あ
る
と
認
識
し

て
お
り
ま
す
。

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
は
、
こ
の
10
月

か
ら
個
人
・
法
人
と
も
に
番
号
の
通
知

が
開
始
さ
れ
ま
す
。

　
玉
川
法
人
会
に
お
か
れ
て
は
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
制
度
に
関
す
る
数
多
く
の
研

修
会
を
開
催
し
て
い
た
だ
き
、
会
員
の

皆
様
に
加
え
、
近
隣
の
企
業
の
方
々
へ

の
広
報
活
動
に
も
精
力
的
に
取
り
組
ん

若
林
新
署
長
　
着
任
の
ご
挨
拶

で
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
に
、
改
め
て

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
個
人
番
号
は
、
各
省
庁
の
手
続
き
に

対
応
し
た
具
体
的
な
取
り
扱
い
の
詳
細

が
明
ら
か
に
な
っ
た
頃
に
、
更
な
る
研

修
会
の
開
催
が
必
要
と
さ
れ
る
か
と
思

い
ま
す
。
ま
た
、
法
人
番
号
は
、
国
税

庁
が
付
番
機
関
と
な
り
、
商
号
、
本
店

所
在
地
、
法
人
番
号
の
３
情
報
を
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
公
開
し
、「
わ
か
る
。

つ
な
が
る
。
ひ
ろ
が
る
。」
を
キ
ャ
ッ
チ

フ
レ
ー
ズ
に
利
活
用
の
働
き
か
け
に
取

り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
円
滑
な
導
入
に
向
け
て
、
引
き

続
き
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

玉川署新幹部名簿（平成27年７月）
官　　職 氏　名 旧　所　属

署　　　長

副署長（管理運営・
徴収・法人課税担当）

副署長（総務・個人課税・
資産課税担当）

特別国税調査官（法人）

総務課長

総務課長補佐

法人課税第１部門
統括官

法人課税第２部門
統括官

法人課税第３部門
統括官

法人課税第４部門
統括官

法人課税第１部門
審理担当上席

東京国税局総務部
事務管理第二課長

留任

横浜中署総務課長

留任

大森署
法人第１部門統括官

東京審判所
第 7部門審判官

京橋署
法人第３部門統括官

留任

留任

東京国税局調査第四部
調査第 41 部門主査

留任

若林　　均

東山　俊雄

嶋田　栄一

阿久津安志

長谷川　潤

清水　康生

宮下　正子

佐戸　　奏

沼澤千枝子

平野　克憲

木村　　宏

ワカバヤシ　　 ヒトシ

ヒガシヤマ　トシ　オ

シマ　ダ　　　エイイチ

　ア　ク　ツ　ヤス　シ

　ハ　セ　ガワ　　ジュン

　シ　ミズ　　ヤス　オ

ミヤシタ　　マサ　コ

　サ　ド　　　　ススム

ヌマサワ　チ　エ　コ

ヒラ　ノ　　　カツノリ

　キ　ムラ　　　　ヒロシ

　
社
会
・
経
済
状
況
が
大
き
く
変
化
す

る
中
、
玉
川
法
人
会
は
、
公
益
社
団
法

人
と
し
て
様
々
な
課
題
に
取
り
組
ま
れ

て
お
ら
れ
る
と
伺
っ
て
お
り
ま
す
。
私

ど
も
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
こ
れ
ま
で

長
年
に
わ
た
り
培
っ
て
き
た
皆
様
と
の

信
頼
関
係
を
大
切
に
し
、
引
き
続
き
緊

密
な
協
調
関
係
を
築
い
て
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
結
び
に
あ
た
り
、
玉
川
法
人
会
の

益
々
の
ご
発
展
と
会
員
の
皆
様
方
の
ご

健
勝
並
び
に
ご
事
業
の
ご
繁
栄
を
心
か

ら
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
着
任
の
挨

拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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玉川法人会　理事・監事名簿（平成27･28年度）

会　　長

副 会 長

副 会 長

副 会 長

副 会 長

副 会 長

常任理事

常任理事

常任理事

常任理事

常任理事

常任理事

常任理事

常任理事

常任理事

常任理事

常任理事

常任理事

常任理事

常任理事

常任理事

常任理事

常任理事

常任理事

常任理事

常任理事

監　　事

監　　事

阿部友太郎

坂東　義治

森　　　栄

大鎌　　博

大塚　繁夫

平山　武司

大島　光隆

鈴木　健二

江口　響子

松浦　政幸

鍋島　増男

宮﨑　　巖

井上　俊治

根来　俊彦

兼子　成昭

石井　伸二

清水　明洋

鈴木準之助

三條　正人

上平　　亮

大嶽　公彦

佐藤　壽夫

丸山　正高

橋本　文子

中村　匡秀

出澤素賀子

久野　豊仁

星谷　悦子

総務委員長

e-Tax推進委員長

源泉部会長

組織委員長

財務委員長

会館建設実行委員長

税制委員長

広報委員長

研修委員長

厚生委員長

社会貢献委員長

公益事業推進委員長

第１支部長

第２支部長

第３支部長

第４支部長

第５支部長

第６支部長

第７支部長

第８支部長

第９支部長

第10支部長

第11支部長

第12支部長

青年部会長

女性部会長

理　　事

理　　事

理　　事

理　　事

理　　事

理　　事

理　　事

理　　事

理　　事

理　　事

理　　事

理　　事

理　　事

理　　事

理　　事

理　　事

理　　事

理　　事

理　　事

理　　事

理　　事

理　　事

理　　事

理　　事

理　　事

理　　事

理　　事

理　　事

理　　事

理　　事

船本　貴一

森下　　隆

豊島　　潔

根岸　一章

森　功一郎

片岡　　仁

井出　公司

髙橋　政子

秋田　満里

兼益　宏行

廣部　雅子

霜島　友子

山崎　和子

樋口　芳子

阿部　仁一

神山　典子

山﨑　　泉

鈴木　康二

中山　豪夫

猿渡　昌枝

日野　直郷

上田　恭子

豊嶋　啓聡

黒川　恵子

松野　京子

松永　浩昌

石井　靖久

齊藤　稔晃

村田　宣政

輿石　　学

第１支部　副支部長

第１支部　副支部長

第２支部　副支部長

第２支部　副支部長

第３支部　副支部長

第３支部　副支部長

第４支部　副支部長

第４支部　副支部長

第５支部　副支部長

第５支部　副支部長

第６支部　副支部長

第７支部　副支部長

第８支部　副支部長

第８支部　副支部長

第９支部　副支部長

第９支部　副支部長

第10支部　副支部長

第10支部　副支部長

第11支部　副支部長

第11支部　副支部長

第12支部　副支部長

青年部会　副部会長

青年部会　副部会長

女性部会　副部会長

女性部会　副部会長

源泉部会　副部会長

源泉部会　役員

公益事業推進委員会　副委員長

総務委員会　副委員長

財務委員会　委員



日
　
時
…
７
月
24
日
㈮
・
25
日
㈯

　
　
　
　
　
18
時
〜

場
　
所
…
二
子
玉
川
西
地
区

　
　
　
　
　
ふ
れ
あ
い
広
場

参
加
者
…
10
名

　
玉
川
町
内
会
主
催
の
当
盆
踊
り
大
会

は
今
年
も
楽
し
く
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
第
６
支
部
も
公
園
内
に
陣
取
り
、
一

口
１
０
０
円
の
災
害
募
金
を
募
り
な
が

ら
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
方
に
風
船
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
し
た
結
果
、
２
日
間
で
お

渡
し
し
た
風
船
の
総
数
は
数
百
個
に
も

な
り
ま
し
た
。

　
小
さ
な
お
子
さ
ま
連
れ
の
ご
家
族
に

も
大
変
お
喜
び
頂
き
、
恒
例
の
盆
踊
り

大
会
を
楽
し
む
声
が
止
み
ま
せ
ん
で
し

た
。

15

玉
川
町
会
盆
踊
大
会

　
支
部
の
参
加
者
も
浴
衣
に
て
サ
ポ
ー

ト
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
盆
踊
り
大
会
に

彩
り
を
そ
え
ま
し
た
。

　
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
方
々
に
つ

き
ま
し
て
は
、
暑
い
中
で
は
ご
ざ
い
ま

し
た
が
大
変
お
疲
れ
様
で
御
座
い
ま
し

た
。

　
ま
た
来
年
も
ご
協
力
を
宜
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

（
第
6
支
部 

広
報
委
員 

長
崎
多
貴
子
）

日
　
時
…
７
月
21
日
㈫  

13
時
〜

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
テ
ン
ト
設
営
）

　
　
　
　
７
月
22
日
㈬  

17
時
〜

　
　
　
　
７
月
23
日
㈭  

17
時
〜

場
　
所
…
用
賀
く
す
の
き
公
園

参
加
者
…
80
名
（
３
日
間
延
べ
）

　
今
年
も
小
中
学
校
の
夏
休
み
の
始
ま

り
に
合
わ
せ
て
、
第
9
支
部
及
び
第
10

支
部
の
支
部
会
員
有
志
や
関
連
会
社
の

皆
さ
ん
、
延
べ
80
名
の
方
が
用
賀
商
店

街
振
興
組
合
主
催
の
「
サ
マ
ー
ス
テ
ー

ジ
27
」
に
参
加
致
し
ま
し
た
。  

第
6
支
部

第
9
支
部
・
第
10
支
部
合
同

用
賀
に
夏
が
来
た！

『
サ
マ
ー
ス
テ
ー
ジ
２７
』

　
梅
雨
明
け
と
と
も
に
や
っ
て
き
た
暑

い
夏
を
迎
え
た
21
日
（
火
）。
青
年
部

会
有
志
を
中
心
に
会
場
設
営
を
行
い
翌

22
日
の
本
番
を
む
か
え
ま
し
た
。

　
毎
年
恒
例
の
税
金
ク
イ
ズ
は
、
配
布

の
み
で
家
に
持
ち
帰
っ
て
ご
記
入
い
た

だ
く
も
の
だ
っ
た
の
で
ス
ム
ー
ズ
に
配

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
同
時
に
無
料

配
布
し
た
「
イ
ー
タ
君
」 

風
船
6
0
0

個
は
、
今
年
も
城
南
信
金
さ
ん
の
ご
協

力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ヘ
リ
ウ
ム
ガ

ス
が
使
え
な
か
っ
た
の
で
会
場
に
林
立

す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

あ
ち
こ
ち
に
華
や
か
な
色
を
添
え
て
い

ま
し
た
。
そ
れ
と
今
回
は
恒
例
の
子
供

達
に
大
人
気
の
「
縁
日
」、「
４
丁
目
の

夕
日
」
は
、
今
年
よ
り
支
部
事
業
と
は

分
離
し
、
両
支
部
有
志
の
皆
さ
ん
が
集

ま
っ
て
出
店
し
、
夏
休
み
に
入
っ
た
子

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

開始前のミーティング

賑わう税金クイズのブース



16

日
　
時
…
８
月
7
日
㈮  

18
時
30
分
〜

場
　
所
…
用
賀
倶
楽
部

参
加
者
…
26
名
（
第
9
支
部
16
名
、

　
　
　
　
　
　
　
第
10
支
部
10
名
）

　
第
9
・
10
支
部
合
同
事
業
「
サ
マ
ー

ス
テ
ー
ジ
27
」
の
反
省
会
を
行
な
い
ま

し
た
。

　
昨
年
ま
で
と
は
変
わ
っ
て
用
賀
倶
楽

部
は
、
お
洒
落
な
雰
囲
気
で
す
。
司
会

は
阿
部
第
9
副
支
部
長
で
事
業
の
決
算

に
つ
い
て
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
大

嶽
第
9
支
部
長
の
開
会
の
挨
拶
。
佐
藤

第
10
支
部
長
の
挨
拶
と
続
き
、
大
鎌
副

会
長
の
乾
杯
で
始
ま
り
ま
し
た
。
今
回

は
税
金
ク
イ
ズ
な
ど
は
公
益
事
業
と

し
、
金
魚
す
く
い
や
屋
台
な
ど
は
別
事

業
と
し
て
分
離
し
、
サ
マ
ー
ス
テ
ー
ジ

参
加
者
有
志
の
み
で
行
い
ま
し
た
。
こ

ち
ら
の
決
算
で
は
黒
字
に
な
っ
た
の
で

反
省
会
等
の
会
費
を
賄
う
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
後
半
で
は
全
員
が
自
己
紹
介

と
反
省
、
次
回
に
向
け
て
の
意
見
や
要

望
な
ど
を
語
り
、
な
ご
や
か
な
会
と
な

り
ま
し
た
。

　
最
後
は
鈴
木
第
10
副 

支
部
長
か
ら

の
締
め
の
挨
拶
と
3
本
締
め
で
、
め
で

た
く
終
了
し
ま
し
た
。
皆
さ
ん
お
疲
れ

様
で
し
た
。

（
第
9
支
部 

広
報
委
員 

松
山
ひ
と
し
）

第
9
支
部
・
第
10
支
部
合
同

合
同
反
省
会

『
サ
マ
ー
ス
テ
ー
ジ
２７
』

日
　
時
…
８
月
4
日
㈫  

18
時
〜

場
　
所
…
「
フ
ァ
イ
ン
シ
ュ
メ
ッ
カ
ー

　
　
　
　
　
サ
イ
ト
ウ
」
桜
新
町

参
加
者
…
26
名
（
第
9
支
部
16
名
、

　
　
　
　
　
　
　
第
10
支
部
10
名
）

　
桜
新
町
に
あ
る
、「
フ
ァ
イ
ン
シ
ュ

メ
ッ
カ
ー
サ
イ
ト
ウ
」
の
会
場
で
開
催

し
ま
し
た
。

　
村
上
穣
元
副
会
長
（
フ
リ
ー
ア
ナ
ウ

ン
サ
ー
）
に
講
師
を
受
け
て
い
た
だ
い

て
10
年
近
く
な
り
ま
す
。
村
上
譲
先
生

の
お
か
げ
で
11
支
部
で
は
多
く
の
人
が

恩
恵
に
預
か
っ
て
お
り
、
感
謝
、
感
謝

で
す
。
講
師
料
は
無
料
で
引
き
受
け
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
講
義
の
内
容

は
お
金
を
払
う
の
が
当
た
り
前
の
様
な

素
晴
ら
し
い
内
容
で
す
。
十
年
目
を
期

に
先
生
は
引
退
し
た
い
と
言
い
出
し
て

お
り
。
こ
ん
な
貴
重
な
体
験
が
出
来
な

く
な
る
こ
と
を
知
っ
て
か
知
ら
ず
か
本

日
は
20
名
の
参
加
で
し
た
。

「
今
日
は
奥
の
細
道
の
（
日
光
）
を
題

材
と
し
て
、
抑
揚
の
練
習
を
し
ま
す
。」

第
11
支
部

27
年
度
第
3
回

話
し
方
教
室

反省会で司会の阿部氏、
中央から大鎌、大嶽、佐藤の各氏

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

卯
月
朔
日
、
御
山
に
詣
拝
す
*
。
往
昔
*
、

此
御
山
を
「
二
荒
山
*
」
と
書
し
を
、

空
海
大
師
開
基
の
時
、「
日
光
」
と
改
給
ふ
。

千
歳
未
来
を
さ
と
り
給
ふ
に
や
*
、

今
此
御
光
一
天
に
か
ゝ
や
き
て

と
滑
舌
訓
練
は
ア
エ
イ
ウ
エ
オ
ア
オ
、

カ
ケ
キ
ク
ケ
コ
カ
コ
、
サ
セ
シ
ス
セ
ソ

サ
ソ
と
続
き
ま
し
た
。

　
今
年
３
回
目
と
な
る
話
し
方
教
室
も

毎
回
好
評
を
い
た
だ
き
、
全
員
で
滑
舌

良
く
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」

と
の
挨
拶
で
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

（
第
11
支
部  

支
部
長  

丸
山
正
高
）

供
達
に
「
金
魚
す
く
い
」、「
水
ヨ
ー
ヨ
ー

つ
り
」
や
「
カ
レ
ー
味
の
ポ
ッ
プ
コ
ー

ン
」
等
で
奉
仕
し
、
楽
し
い
夏
休
み
の

思
い
出
を
提
供
し
ま
し
た
。 

今
年
は

ち
ょ
っ
と
天
候
が
危
ぶ
ま
れ
る
こ
と
も

あ
り
ま
し
た
が
2
日
間
と
も
何
と
か
天

気
に
恵
ま
れ
無
事
に
終
え
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
皆
さ
ん
お
疲
れ
さ
ま
で
し

た
。

（
第
9
支
部 

広
報
委
員 

松
山
ひ
と
し
）



17

日
　
時
…
7
月
22
日
㈬  

14
時
30
分
〜

場
　
所
…
玉
川
町
会
会
館

参
加
者
…
22
名
（
会
員
20
名
・

　
　
　
　
　
　
　
一
般
会
員
2
名
）

　
女
性
部
会
主
催
の
健
康
増
進
研
修
会

（
2
回
目
）
を
７
月
22
日
（
水
）
に
中

尾
和
子
先
生
の
ご
指
導
の
も
と
に
実
施

し
ま
し
た
。

　
持
参
し
た
物
は
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
と
タ
オ

ル
で
す
。

　
日
常
生
活
で
硬
く
な
っ
て
い
る
体
を

緩
め
る
為
に
、
寝
た
状
態
で
首
や
腰
の

下
に
ボ
ー
ル
を
２
〜
３
個
置
き
、
腰
や

足
を
伸
ば
し
ま
た
緩
め
ま
す
。
何
回
か

参
加
さ
れ
た
方
は
力
の
抜
き
方
が
上
手

に
な
り
ま
し
た
と
、
先
生
か
ら
お
褒
め

の
言
葉
を
頂
き
ま
し
た
。

　
今
回
初
参
加
で
腰
痛
が
あ
っ
た
方

も
、
帰
り
に
は
楽
に
な
っ
た
と
喜
ん
で

頂
き
ま
し
た
。
ま
た
、
肩
こ
り
・
膝
の

痛
み
も
楽
に
な
っ
た
方
も
い
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
健
康
増
進
研
修
会
を
女
性

部
会
と
し
て
こ
れ
か
ら
も
実
施
し
て
ま

い
り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
奮
っ
て
ご
参

加
下
さ
い
。

（
女
性
部
会  

副
部
会
長  

神
山
典
子
）

第
2
回

平
成
２７
年
度
第
1
回

健
康
増
進
研
修
会

日
　
時
…
7
月
1
日
㈬  

８
時
〜

場
　
所
…
レ
イ
ク
ウ
ッ
ド

　
　
　
　
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
（
東
コ
ー
ス
）

参
加
者
…
55
名
（
協
賛
６
社
）

　
7
月
1
日
（
水
）
レ
イ
ク
ウ
ッ
ド
ゴ

ル
フ
ク
ラ
ブ
（
東
コ
ー
ス
）
で
平
成
27

年
度
第
1
回
ゴ
ル
フ
同
好
会
コ
ン
ペ
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
参
加
人
数
は
55
名
、
協
賛
し
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
会
社
は
6
社
。

　
当
日
は
午
前
中
か
ら
雨
が
降
り
、
午

ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
開
催

ゴ
ル
フ
同
好
会

後
は
さ
ら
に
強
い
風
雨
の
中
、
全
員
が

最
後
ま
で
プ
レ
ー
で
き
ま
し
た
。

　
優
勝
は
、
第
10
支
部
の
和
田
さ
ん
。

　
皆
さ
ま
素
晴
ら
し
い
成
績
で
回
ら
れ

春
　
外
は
風
が
ま
だ
強
く
埃
も
ま
い

夏
　
照
り
つ
け
る
日
差
し
と
猛
暑

秋
　
台
風
と
秋
雨
前
線
で
降
り
続
く
雨

冬
　
と
に
か
く
寒
い

　
ボ
ウ
リ
ン
グ
場
は
１
年
中
エ
ア
コ
ン

が
効
い
て
て
快
適
環
境
。

　
毎
月
1
回
、
溝
の
口
ム
サ
シ

ボ
ウ
ル
（
9
月
か
ら
は
高
津
ラ

ウ
ン
ド
ワ
ン
）
で
6
時

－

8
時

の
2
時
間
や
っ
て
い
ま
す
。
開

催
案
内
は
毎
月
フ
ァ
ッ
ク
ス
に

て
お
知
ら
せ
し
て
お
り
ま
す
。

気
が
向
い
た
ら
お
気
軽
に
ボ
ウ

リ
ン
グ
場
に
来
て
い
た
だ
け
れ

ば
結
構
で
す
。
ボ
ウ
リ
ン
グ
と

は
い
え
、
運
動
量
は
バ
カ
に
出

来
ま
せ
ん
。
一
緒
に
い
い
汗
か

き
ま
し
ょ
う
。

　（
ボ
ウ
リ
ン
グ
同
好
会

代
表
幹
事
　
上
平
　
亮
）

ま
し
た
。
ス
コ
ア
は
70
台
が
3
名
、
80

台
が
10
名
で
し
た
。

　
商
品
は
高
級
フ
ル
ー
ツ
、
家
電
、
ワ

イ
ン
、
キ
ャ
デ
ィ
ー
バ
ッ
ク
で
し
た
。

優
　
勝
　
第
10
支
部
　
和
田
康
弘
さ
ん

準
優
勝
　
第
5
支
部
　
豊
田
誠
一
さ
ん

3
　
位
　
第
8
支
部
　
白
山
隆
一
さ
ん

《
ゴ
ル
フ
同
好
会
ご
参
加
の
お
誘
い
》

玉
川
法
人
会
ゴ
ル
フ
同
好
会
は
、
ゴ
ル

フ
を
通
じ
て
各
企
業
の
情
報
交
換
と
親

睦
の
場
と
し
て
こ
れ
か
ら
も
や
っ
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
今
後
と
も

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　（
ゴ
ル
フ
同
好
会
　
　
　

代
表
幹
事
　
鈴
木
準
之
助
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
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＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
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＊

優勝した第10支部の和田さん（右）

上平プロ？のビューティフルな投球フォーム

女
性
部
会

皆
さ
ん
の
ご
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す

ボ
ウ
リ
ン
グ
同
好
会



18

日
　
時
…
7
月
29
日
㈬  

18
時
30
分
〜

場
　
所
…
青
柚
子
・
二
子
玉
川
店

参
加
者
…
28
名

　
夏
の
京
都
で
有
名
な
ハ
モ
（
鱧
）
料

理
。
そ
の
昔
、
内
陸
の
炎
天
下
の
京
都

に
生
き
た
ま
ま
運
べ
る
魚
は
な
く
、
た

だ
、
生
命
力
の
強
い
ハ
モ
だ
け
が
生
き

て
届
い
た
と
か
。
そ
の
お
か
げ
で
京
都

で
は
、
ハ
モ
料
理
の
文
化
が
発
達
し
、

祇
園
祭
り
は
ハ
モ
祭
り
と
呼
ば
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

　
私
も
裏
千
家
の
茶
道
に
長
く
関
わ
っ

て
い
る
の
で
、
京
都
に
は
馴
染
み
が
深

い
の
で
す
が
、
京
都
の
方
の
ハ
モ
に
対

す
る
思
い
は
…
不
思
議
で
し
た
…

　
さ
て
、
第
29
回
ワ
イ
ン
研
究
同
好
会

は
、
ハ
モ
が
美
味
し
く
な
る
７
月
、「
夏

祭
り
！
旬
の
ハ
モ
と
ア
ナ
ゴ
の
特
別
料

理
＆
ワ
イ
ン
、
今
さ
ら
聞
け
な
い
10
分

で
学
ぶ
ワ
イ
ン
の
基
礎
講
座
」
を
テ
ー

マ
に
〝
青
柚
子
・
二
子
玉
川
店
〞
で
開

催
し
ま
し
た
。
講
師
は
荒
木
秀
晴
氏
で
、

28
名
の
ご
参
加
を
い
た
だ
き
大
盛
況
で

し
た
。

　
猿
渡
代
表
幹
事
の
挨
拶
の
後
、
㈱

に
っ
ぱ
ん
の
村
田
社
長
の
乾
杯
の
音

頭
、
そ
し
て
荒
木
さ
ん
の
「
今
さ
ら
聞

け
な
い
ワ
イ
ン
の
基
礎
講
座
」
が
ス

タ
ー
ト
。
本
当
に
役
立
つ
ワ
イ
ン
の
基

礎
で
１
回
限
り
で
は
も
っ
た
い
な
い
永

久
保
存
版
の
資
料
が
何
と
も
立
派
、
荒

木
さ
ん
ご
苦
労
様
で
し
た
。

　
基
礎
講
座
の
内
容
は
、
色
ん
な
形
の

グ
ラ
ス
を
使
い
分
け
て
ワ
イ
ン
の
味
を

楽
し
む
方
法
。
お
い
し

い
ワ
イ
ン
を
飲
む
温
度

は
、
フ
ル
ボ
デ
ィ
の
赤

ワ
イ
ン
は
16
〜
18
℃
、

軽
口
の
赤
ワ
イ
ン
は
、

12
〜
15
℃
が
目
安
。
ま

た
、
こ
く
が
あ
り
ま
ろ

や
か
な
タ
イ
プ
の
芳
醇

な
白
ワ
イ
ン
の
適
温

は
、
12
〜
14
℃
で
す
。

グ
ラ
ス
の
持
ち
方
、
グ

ラ
ス
の
回
し
方
は
、
他

の
人
に
ワ
イ
ン
が
か
か

ら
な
い
よ
う
に
、
時
計
回

り
と
反
対
に
自
分
に
向
け

て
回
す
。
ワ
イ
ン
の
注
ぎ

方
は
グ
ラ
ス
の
カ
ー
ブ
の

１
㎝
下
ぐ
ら
い
ま
で
。
私

の
ネ
ッ
ト
的
な
頭
で
は
、

玉
川
法
人
会
の
H
P
に
ワ

イ
ン
の
会
の
お
役
立
ち
コ

ン
テ
ン
ツ
と
し
て
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
を
可
能
に
す
れ
ば

会
員
さ
ん
に
役
立
つ
し
、

H
P
の
ア
ク
セ
ス
向
上
、

お
店
も
…
と
w
i
n
、
w
i
n
の
関
係

が
で
き
る
の
で
は
と
思
い
ま
し
た
。

　
ミ
ニ
講
習
の
後
は
、
小
畑
総
料
理
長

自
ら
料
理
の
説
明
が
あ
り
、
そ
の
後
、

こ
の
料
金
で
は
あ
り
得
な
い
、
ミ
シ
ュ

ラ
ン
三
ツ
星
料
亭
が
真
っ
青
に
な
る
よ

う
な
お
料
理
が
続
々
。
あ
っ
と
驚
く
お

洒
落
な
ガ
ラ
ス
の
器
に
は
、
ハ
モ
、
ま

ぐ
ろ
…
の
三
種
の
お
造
り
。
そ
し
て
夏

野
菜
の
料
理
…
デ
リ
シ
ャ
ス
な
特
別
料

理
と
自
然
派
ワ
イ
ン
と
の
マ
リ
ア
ー

ジ
ュ
が
素
敵
。
口
の
中
で
ホ
ロ
リ
と
、

ほ
ろ
ほ
ろ
の
食
感
が
何
と
も
美
味
し
い

ハ
モ
…
煮
ア
ナ
ゴ
と
ア
ス
パ
ラ
の
包
み

揚
げ
、
若
鶏
も
も
肉
の
ロ
ー
ス
ト
が
続

き
ま
す
。
今
宵
か
ぎ
り
の
贅
沢
な
魚
菜

料
理
に
み
な
さ
ん
至
福
の
笑
み
で
「
美

味
し
い
」
と
い
う
声
で
盛
り
上
が
り
、

パ
ワ
ー
チ
ャ
ー
ジ
が
バ
ッ
チ
リ
で
き
ま

し
た
。
B
r
a
v
o
！
そ
し
て
大
原
前

代
表
幹
事
の
挨
拶
で
閉
会
。

　
私
ど
も
は
、
ご
尽
力
頂
い
た
青
柚
子

さ
ん
に
心
か
ら
感
謝
し
な
が
ら
、
ま
る

で
真
夏
に
咲
く
、
涼
し
げ
な
白
い
花
の

よ
う
な
ハ
モ
…
が
心
に
ふ
っ
と
残
り
ま

し
た
。

　
玉
川
法
人
会
の
ワ
イ
ン
研
究
同
好
会

は
進
化
し
続
け
て
い
ま
す
。
み
な
さ
ま

の
ご
参
加
を
心
か
ら
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

（
ワ
イ
ン
研
究
同
好
会
　
羽
田
葉
子
）

第
２９
回
例
会
を
開
催

ワ
イ
ン
研
究
同
好
会
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日
　
時
…
7
月
20
日
（
月
祝
）  

７
時
〜

場
　
所
…
走
水
（
三
浦
半
島
）

参
加
者
…
12
名

　
玉
川
法
人
会
釣
り
同
好
会
7
月
20

日
、
走
水
（
三
浦
半
島
）
に
て
ア
ジ
釣

り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　
参
加
人
数
は
総
勢
12
名
、
前
回
の
タ

イ
釣
り
は
　
坊
主
だ
っ
た
の
で
今
回
は

特
別
気
合
が
入
り
ま
す
。

　
朝
６
時
30
分
集
合
7
時
出
船
で
す
。

当
日
は
な
ぎ
で
ピ
ー
カ
ン
（
晴
天
す
ぎ

る
こ
と
）
ハ
リ
ス
（
糸
）
が
見
え
て
し

ま
っ
て
は
、
目
の
い
い
ア
ジ
は
喰
い
つ

い
て
く
れ
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
新
兵
器
、

白
い
針
を
使
っ
て
ア
ジ
の
気
を
餌
に
集

中
さ
せ
ま
し
た
。
結
果
は
常
に
入
れ
食

い
状
態
、「
グ
イ
！
」「
グ
イ
！
」
と
申

し
分
な
い
当
た
り
で
す
。
こ
ん
な
入
れ

食
い
状
態
は
な
か
な
か
あ
り
ま
せ
ん
。

理
由
は
台
風
の
後
な
の
で
、
ア
ジ
が
東

京
湾
に
入
っ
て
き
た
よ
う
で
す
。
走
水

の
ア
ジ
は
ブ
ラ
ン
ド
ア
ジ
で
有
名
で

す
。

　
私
の
釣
果
は
走
水
ブ
ラ
ン
ド
ア
ジ
20

セ
ン
チ
前
後
が
15
匹
、
オ
オ
ア
ジ
28
〜

30
セ
ン
チ
級
が
15
匹
、
走
水
の
ブ
ラ
ン

ド
サ
バ
30
〜
32
セ
ン
チ
級
が
3
匹
、
オ

コ
ゼ
も
多
数
釣
れ
ま
し
た
が
カ
モ
メ
に

あ
げ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
ク
ー
ラ
ー
に
氷
を
多
め
に
入
れ
て
翌

日
調
理
、
サ
バ
は
船
上
に
て
血
抜
き
を

し
て
い
る
の
で
味
噌
煮
に
し
ま
し
た
。

ブ
ラ
ン
ド
ア
ジ
22
セ
ン
チ
級
2
匹
は
刺

身
、
オ
オ
ア
ジ
4
匹
は
塩
焼
き
に
、
ブ

ラ
ン
ド
ア
ジ
は
唐
揚
げ
に
し
て
か
ら
南

蛮
漬
け
に
し
て
保
存
食
、
酢
が
効
い
て

い
る
の
で
一
週
間
以
上
食
べ
ら
れ
ま

す
。
ブ
ラ
ン
ド
ア
ジ
で
作
っ
た
南
蛮
漬

け
は
最
高
で
す
。
脂
が
の
っ
て
い
る
の

で
さ
ば
い
て
い
る
と
き
に
べ
と
べ
と
に

な
る
ん
で
す
。
残
り

の
オ
オ
ア
ジ
は
開
い

て
食
塩
水
に
漬
け
て

か
ら
エ
ア
コ
ン
の
前

で
一
日
乾
燥
、
そ
し

て
冷
凍
保
存
す
る
ん

で
す
。
ク
ー
ラ
ー
の

魚
が
全
て
な
く
な
る

ま
で
2
時
間
格
闘
し

ま
し
た
。

　
夏
な
の
で
船
上
で

ハ
ラ
ワ
タ
を
全
部
処

置
し
て
か
ら
持
ち
帰

り
ま
し
た
の
で
、
台

所
の
ご
み
が
極
端
に

少
な
く
衛
生
的
で
し

た
。
船
上
で
さ
ば
く

の
が
一
番
良
い
の
で

す
が
、
船
が
汚
れ
る

の
で
船
長
は
嫌
が
る

ん
で
す
。

　
今
回
は
大
漁
で
し
た
。
次
回
は
9
月

13
日
で
す
。
釣
り
も
の
は
3
〜
4
ｋ
ｇ

の
ワ
ラ
サ
（
ぶ
り
の
子
）
が
来
る
は
ず

と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
次
回
も
大
漁
を
願
っ
て
皆
さ
ん
多
忙

の
な
か
工
面
し
て
い
た
だ
き
、
出
船
を

予
定
し
て
い
ま
す
。
み
ん
な
仲
間
で
す

の
で
ビ
キ
ナ
ー
で
も
安
心
し
て
参
加
し

て
く
だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

釣
り
っ
て
楽
し
い
の
で
す
。
そ
れ
と
も

お
い
し
い
の
か
な
？

（
釣
り
同
好
会
　
丸
山
正
高
）

ア
ジ
釣
り
開
催

釣
り
同
好
会

◎ご希望の方は、下記の代表幹事にお問い合わせ下さい。

　・ワイン研究同好会　　猿渡　昌枝　㈱サイトウ　　　　　　　　　　℡ 5799ー9829

　・釣り同好会　　　　　中山　豪夫　㈱アイ・エス・ディ　　　　　　℡ 3702ー5938

　・ゴルフ同好会　　　　鈴木準之助　㈱鈴浅　　　　　　　　　　　　℡ 3709ー1965

　・カラオケ同好会　　　桑島　常之　旭理化㈱　　　　　　　　　　　℡ 3700ー0327

　・ボウリング同好会　　上平　　亮　ジーコン・インターナショナル㈲　　℡ 3415ー8012

同好会のお問い合わせ先 参加して
みませんか
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●よき経営者をめざすものの団体それが法人会

　です。

　正しい税知識を身につけたい。もっと積極

的な経営をめざしたい。社会のお役に立ちた

い。

　そんな経営者の皆さんを支援する組織、そ

れが法人会です。 

　法人会は現在、全国に105万社、東京都内

に49の単位会、19万社の会員企業を擁する団

体として大きく発展しています。

　税のオピニオンリーダーとしての貢献はも

とより、会員の研さんを支援する各種の研修

会、また地域振興やボランティアなど地域に

密着した活動を積極的に行っています。

●法人会は企業の間から自主的に誕生した団体

　です。

　1947年（昭和22年）4月、わが国の税制は

それまでの賦課課税制度から申告納税制度へ

と移行し、法人税も新しい制度へ生まれ変わ

りました。

　しかし当時の社会経済状況は極めて悪く、

経営者が難解な税法を理解して自主的に税金

を申告できるかどうか、危ぶまれていまし

た。

　このため、納税者が自ら申告納税するに

は、納税者自身が団体を結成し、その活動を

通じて帳簿の整備、税知識の普及などを図る

必要性が生じてきました。

　法人会は、このようにして企業の間から自

発的に生まれてきた団体です。

法人会とは…

株式会社 大塚園 様 にもご協賛いただいております。
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